
（様式１）

作成日 令和    3年   11月  1日

【事業所概要（事業所記入）】

※  事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

【事業所が特に力を入れている点，アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

入居者お一人おひとりの以前の生活を尊重し、その人らしさを大切に心落ち着いた暮らしができ
るよう、「愛につつまれて、心から和める、ぬくもりのある施設を目指します」の理念のもと、
「寄り添うケア」に努めています。家族・地域との絆が途絶えないよう交流を大切にし、生きが
いのもてる、豊かな共同生活ができる、グループホームを目指すとともに、小中学校に隣接した
場所にある利点を活かし、子供たちとの交流を大切にし、地域の一員として愛される施設となる
よう努力しています。

一般社団法人NSライフ

利用者一人ひとりが生きがいを持ち、豊かな生活が出来るよう支援する為に生活歴「私のあしあ
と」から把握し、出来る事を目標にあげ日々実践している。コロナ禍で面会、外出支援が困難な
中で、ぬくもり新聞送付やオンライン・インスタグラムを通じて情報共有している。保育所、小
学校との交流、中学校へ認知症サポーター養成講座講師、高等技術専門学校へ職員講師派遣、中
学生の職場体験、高校実習生の受入れ等、将来介護の仕事に興味を持ってもらえるよう尽力して
いる。職員の提案や意見が言いやすい職場環境作りを行い、改善に繋がった事例がある。終末期
の看取りも可能で、24時間医療介護連携体制を整えている。

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

基本情報リンク先ＵＲＬ
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_

kani=true&JigyosyoCd=3491900167-00&ServiceCd=320&Type=search

令和3年10月21日

3491900167事業所番号

広島県三次市下川立町488-2

（電話）0824-65-4077

グループホームかわち「ぬくもりの家」

自己評価作成日 令和3年10月1日

法人名

事業所名

所在地

評価結果市町受理日
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項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

運営推進会議に、市職員、地域包括支援
センター職員の出席があり、意見や情報
交換を行っている。また、疑問等は、電
話での相談のやり取りの連携を行ってい
る。市の介護予防事業の委託を受け「家
族介護者教室」「元気ハツラツ教室」
「高齢者トレーニング教室」を開催した
教室もあるが、コロナの影響もあり中止
したものもある。

市職員、地域包括支援センター職員が
運営推進会議に参加し、意見交換を行
い、情報共有をしている。認知症サ
ポーター養成講座講師を務めたり、公
設民営施設のため、改修工事等もあ
り、市との連携が密に築けるよう取り
組んでいる。

地域行事が開催される際は、職員が役員
として関わり、事業所と地域のパイプ役
となり、利用者が地域との繋がりを続け
られるよう交流している。又、定期的に
地域のボランティアの方の活動があり、
地元の保育所、小学生、中学生との交流
も多く行っている。又、事業所として、
地域行事の企画運営側として参加する事
が多くなっている。

小中学校の通学時の往来や来訪、認知
症サポータ養成講座の講師として招か
れる等日常的に交流が行われている。
中学校職場体験、高校実習生の受け入
れや法話会、新聞の配布等地域の一員
としてぬくもりがある交流ができるよ
う努めている。

運営推進会議は、併設の小規模多機能施
設との合同で、２ヶ月に１回定期的に開
催している。新型コロナウィルスの影響
で今年度は1回の開催となっているが、活
動報告などの書類を運営推進会議構成メ
ンバーに送付し、意見や助言は後日、電
話にていただくことでサービスの向上に
活かしている。

運営推進会議は家族代表、地域代表、
民生委員、自治会、地域包括支援セン
ター職員、市職員、巡査長の構成員で
併設の小規模多機能事業所と合同で開
催している。事業所の状況・活動報
告・研修委員会・身体拘束適正委員会
の状況報告等が行われ意見交換の場と
なりサービス向上に活かしている。

今年度も地域からの要請を受け、地区サロ
ン等で認知症予防についての講義を行うな
ど、認知症の理解を促している。地元の小
学生には、認知症サポーターとしてボラン
ティア学習の受け入れを行っている。地域
ケア会議のメンバーに加わり地域の課題に
取り組んでいる。事業所には認知症ケア専
門士や認知症アドバイザーを配置すること
で地域の相談窓口となるようにしている。

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

法人理念を基に年度毎に施設年間目標
を掲げ、今年度事業所目標「アドバン
スケア」もう一歩踏み込んで考えるケ
アを目指そうを唱和し職員の毎月の研
修会で共有し実践している。年2回の個
人面談で達成と検証を行い管理者から
アドバイスをしている。年度末に評価
検証を行い、次年度に向けての取り組
みに繋げている。

理念に添い、施設全体の年間目標、入
居者と共に生活する上でのホーム独自
の年間目標を掲げ、理念の実施につな
げている。ホーム全体で身近な事例、
研修会を定期的に行い、グループワー
クを行うことにより、管理者と職員で
共有し実践していくように取り組んで
いる。

自己
評価

外部
評価

1 1
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項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

入居時の契約や解約、改定は入居者や
家族より疑問や不安なことがないか確
認しながら十分な説明を行い同意を得
ている。

日常の対話の中で不満や要望等をくみ
取りながら、管理者会議や運営会議、
ミーティング等で話し合いを行い、入
居者の要望に応えられるよう支援して
いる。また、普段から家族とのコミュ
ニケーションを深め面会時の会話の中
から、要望や意見を聞くようにしてい
る。

利用者からは日常的な会話や何気ない
仕草の中から把握に努めている。「柿
が食べたい」の声に出来る事として干
し柿作り支援に繋がっている。家族か
らは電話や病院受診の際やオンライン
を通じて意見や要望を聞いている。

マニュアルを作成し、施設内で研修を行
うことで拘束のないケアの重要さを理解
し取り組んでいる。また、アンケートを
実施し、改善点について毎月振り返りを
行い意識向上を図っている。帰宅願望の
ある入居者の方にも、制止の言葉は遣わ
ない事を周知し、散歩等気分転換して頂
くように取り組んでいる。年に2回研修会
を開催している。

年2回の身体拘束しないケアの研修会や
毎朝の朝礼の他ミーティングで勉強会
を開催して防止に取り組んでいる。身
体拘束適正化委員会にて事例を揚げ検
証をしている。職員もアンケートにて
見直し意識向上に努めている。スピー
チロック、声掛けについても語尾を大
切にした言葉掛けに努めている。

虐待防止マニュアルを作成し意識を促
し、勉強会をすることで職員間での連
携を図っている。職員の個人面談・
チェックシート等を行い、ストレスケ
アをすることで虐待を招かないよう努
めている。虐待防止の外部研修などは
積極的に参加している。

施設長・管理者に於いては、研修等に
参加する機会を設け、自施設で職員へ
の研修会を実施し周知している。
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項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

ミーティング、個人面談、各種委員会
に於いて意見や提案シートを通じて職
員の意見が出しやすい職場環境作りが
されている。ヒヤリハット報告意見が
反映された事により、転倒が減少して
いる。

キャリアパス制度を導入し、自己評価
も定期的に行い提出している。それに
基づいて、面談することにより職員一
人ひとりの意識の向上を図るととも
に、より良い職場環境作りに努めてい
る。

法人内外の研修、自主研修等を積極的に
受ける機会を設けている。研修委員会を
中心に年間計画を立て実施している。資
格取得についても補助制度などを設け取
得しやすい環境にしている。コロナ禍で
あるが、オンライン研修を積極的に取り
入れ研修機会を確保している。

各ユニットでのミーティングや個人面談
での意見や提案等を出しやすい環境を
作っている。また、職員が主体となり各
委員会（感染・広報・美化・研修・防
災）の委員長や委員メンバーとなり委員
会を運営している。各ユニットの意見や
提案は、毎月の運営会議（リーダー以上
の会議）に持ち寄り、反映に努めてい
る。

３年前より地域密着型サービス事業所
連絡会を立ち上げたことにより、市内
９事業所との意見交換を行うことがで
き、サービスの質の向上に繋がるネッ
トワークづくりを行っている。その
他、管理者や職員は、外部研修を通し
て同業者や他専門職の方との意見交換
や共有をしている。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前に本人と面接を行い、会話の中か
ら本人の意向を把握するように努めてい
る。入居前に施設見学や体験利用などを
設けることでスムーズに入居できるよう
にすすめている。家族やケアマネー
ジャーからも情報を提供してもらい、要
望等を聞き入れながら信頼関係を保ち、
安心した生活を送ってもらえるよう努め
ている。
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項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

毎月、利用者の様子がわかるように手
紙「今月のご様子」や広報誌を家族に
送り情報を提供している。また、本人
から家族へ定期的にハガキを出した
り、荷物が届いた場合には希望があれ
ば本人から家族に電話をかけていただ
けるように支援することで、絆が途切
れない関係作りを築いている。

入居時には、本人、家族から馴染みの
関係を聞き、入居前と変わらず友人や
知人との訪問や外出支援を行ってい
る。馴染みの理美容室、飲食店などの
場所に行き、散髪や食事を楽しんで頂
けるように支援している。

友人、地域住民からサロン開催や敬老
会参加の声掛け、馴染みの理美容院、
食事処の利用等行っているが、現在は
コロナ禍で家族の協力を得ながら出来
る範囲内で継続支援をしている。

18

19

20 8

16

17

担当ケアマネージャーから現状を聞い
た上で、家族からも入居者の生活歴の
聞き取りを行い、その中で、家族が
困っている事や要望等を聞き出しなが
ら信頼関係を築いている。

利用者一人ひとりの立場や思いをくみ
取り、暮らしを共にする者同士の良い
関係が築けている。一緒に食事をした
り、家事をしたり、共に暮らしている
環境を作るように努めている。

本人又は家族の思いから必要な支援が
できるように準備を進めている。他の
サービスが有効であると考えられる場
合は情報を提供している。
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項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

担当ケアマネージャーから現状を聞い
た上で、家族からも入居者の生活歴の
聞き取りを行い、その中で、家族が
困っている事や要望等を聞き出しなが
ら信頼関係を築いている。

本人又は家族の思いから必要な支援が
できるに準備をできるように準備を進
めている。他のサービスでも支援が有
効であると考えられる場合は情報を提
供している。

利用が終了する場合であっても入居者
と家族がその後の生活っで困ることの
無いように、いつでも相談を受けれる
体制をとっている。移り住む所の関係
者にも必要に応じて情報を提供してい
る。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

入居前に本人と面接を行い、会話の中か
ら本人の意向を把握するように努めてい
る。入居前に施設見学や体験利用などを
設けることでスムーズに入居できるよう
にすすめている。家族やケアマネー
ジャーからも情報を提供してもらい、要
望等を聞き入れながら信頼関係を保ち、
安心した生活を送ってもらえるよう努め
ている。

思い出やニックネーム、人生の節目、
出来事、好きな食べ物、趣味や特技、
兄弟の人数、子供の事、宗教や信仰等
「私のあしあと」シートで利用者の習
慣や好み等の把握に努めている。家族
の思いや意向、担当職員からの情報等
参考に安心した生活を送ってもらえる
支援をしている。

利用者同士の会話が弾むような席の配
置を心がけている。一人ひとりの関わ
りを大切にしながら、食事の準備や掃
除等を職員と一緒に行っている。毎週
日曜日のおつとめ等の合同行事も計画
し、施設全体で関わりが持てるよう支
援している。

23 9

24

25

21

6 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

毎月主治医から「医学的情報と今後の
方針」を、主治医には利用者の「今月
のご様子」を提供しお互いに情報共有
している。また、看護師との連絡ノー
トを作成し、心配事や利用者の希望な
どが看護師を通じて医師にも相談でき
る体制を作っている。

かかりつけ医の説明を行い、要望があ
れば協力医にかかりつけ医の変更をし
てもらっている。訪問看護師が週1回訪
問し、健康状態を確認し看護師から主
治医に相談できる体制づくりができて
いる。また、訪問看護師と施設とのラ
インを通して、利用者の情報をいち早
く伝え適切なケアに繋げている。

日常の様子やケアの実践は個別のケア
記録に記入している。入居者との関わ
りの中で気づいたことをノートに記入
し、職員間で情報共有して、統一した
ケアに努めている。

生活が施設内にとどまることがないよ
う、本人の生活歴等をもとに、今まで
の交流が継続できるよう支援してい
る。

地域の3つのお寺から定期的に法話会を開
催している。ボランティアについては、
個人で登録していただく「ぬくもりヘル
プスタッフ」を発足し、馴染みの関係に
なるボランティア活動に繋げている。

ケアプランを基に、各担当職員が1ヵ月
ごとにミーティングで報告し合い、現
状に即した介護計画を作成している。
また、必要に応じてカンファレンスを
行い、課題とケアのあり方について話
し合いをしている。

利用者毎に担当者を決め、担当職員が
「私のあしあと」で情報収集後に計画
作成者が資料を基に介護計画の原案を
作成し、家族に同意を得ている。毎月
ミーティングで課題等を話し合い必要
に応じて見直しを行い、3ヶ月毎にモニ
タリングも実施している。

27

30 11

28

29

26 10

7 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

年2回火災想定訓練を行っている。地域の
消防団と連携して火災想定訓練を計画し
ている。近隣との信頼関係はあり協力が
得られる状況にある。自治会主催の合同
避難訓練に参加し災害時の連携体制を築
いている。今年度も運営推進会議の方々
にも訓練を見学してもらい意見交換の場
を考えている。

年2回その内1回は消防署・運営推進会
議の参加者や地元消防団にも入っても
らい、火災想定訓練を実施している。
日頃から定期的に避難道路の点検を行
い、警報が出た時には万が一の為浴槽
に水をはる等、停電時や災害時に備え
るよう心がけている。

35 13

開設後、現在までホームでの看取りを
数例している。重度化した場合は、本
人、家族や医師と相談しながら、希望
があれば看取りを行う方針にある。提
携医院が近くにあり、医師と24時間連
絡が取れ、緊急時にも的確に対応して
頂けるよう体制が整っている。

重度化した場合や終末期においては、
家族に「看取りに関する指針」を説明
し、同意を得ている。主治医、家族、
職員間で話し合い方向性を共有し、医
師・訪問看護師の24時間連携体制で、
穏やかに最期を迎えられるよう本人・
家族に寄り添う看取り支援をしてい
る。看取り後の振り返りをしている。

急変や事故発生時の救急蘇生法やAEDの
使用方法を外部講師（消防署）からの
研修を職員が受けている。施設で起こ
りうる、急変に必要な救急処置の研修
を看護師により定期的に実施してい
る。都度看護師等の指導を受けたり勉
強会などで今後身につけていきたい。

心身状況の変化などで介護上不安に感
じることがあれば訪問看護師や職場内
の看護師に報告、相談しアドバイスを
貰いながら処置や受診に繋げている。
また、連絡ノートやLINEを活用し、介
護職員との連携を密にしている。

入院など余儀なくされた場合も病状や
療養経過を家族から報告を受けたり、
医療連携室のソーシャルワーカーと連
携して今後についても一緒に考え、相
談できる関係づくりを行っている。

33 12

31

34

32
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項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

毎朝、頭髪などの身だしなみを整えてい
ただく事で、おしゃれへの意識を持ち続
けられるよう援助している。行事・外出
等、その場に合った服装やおしゃれので
きる声掛けや複数の服の中から選べるよ
う準備することやお化粧等の支援を行っ
ている。また、行きつけの美容院に行く
などの支援している。

一人ひとりの力を活かし、それぞれの役割を持
ち、買い物・下ごしらえ・調理・盛り付け・配
膳・下膳・洗い物等分担し、食事作りに参加して
いる。献立作りも日々の会話の中から要望を聞き
献立に反映している。季節の食べ物を提供できる
よう心がけている。秋には新米を頂き、かま炊き
を行った。コロナ禍で買い物に出かける機会が少
なくなったが、生協を利用し、利用者に広告を見
ながら食べたい物を選んだ頂いたりと工夫してい
る。

利用者一人ひとりの力を活かしたおや
つ作りや小麦粉からのうどん作り、車
椅子利用者が電磁調理器を使用しての
天ぷらが献立の一品に添えられる等、
楽しみながらの食事作りをしている。
広告を見ての好物や食物選び等、外出
できない中での支援をしている。

研修を実施し、人格を尊重した言葉かけ
や対応について理解を深めている。制止
の言葉は遣わないことを周知し、入居者
の思いに添った支援に努めている。また
常日頃から、プライバシーには配慮しな
がらケアを行っている。言葉遣いや対応
に関して、職員同士でも日頃から、お互
いに評価を行っている。

研修を実施して理解を深めている。ス
ピーチロックを意識し、プライバシー
や人格を尊重した言葉かけに配慮し、
日々のケアに取り組んでいる。職員も
日頃から言葉遣いのアンケート調査を
実施し、職員間で評価を行い利用者に
寄り添う支援をしている。

日常会話の中から、本人の希望や思い
を表せるよう努めている。おやつの時
間に自分の食べたいものを選んで頂い
たり、入浴時には自分で服を選んで頂
くように声掛けし、自己決定ができる
ように働きかけている。又、自宅の墓
参り等の外出支援も本人の思いを大切
にし支援を行っている。

利用者一人ひとりのペースに合わせ、
意思を必ず確認し、希望に添った支援
を心掛けている。本人のやりたい事や
思いはケアプランにも反映して、その
人らしい日々の暮らしになるように支
援している。日常業務についても入居
者の状況により柔軟に対応している。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

39

40 15

36 14

37
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項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

好みに合わせた入浴剤や温度設定を
し、ゆったりのんびりとした入浴時間
を提供している。入浴拒否に対しては
日を改めて入浴の声掛けを行ってい
る。入浴時間の希望があれば出来る限
り応じられるよう取り組んでいる。同
性介助者を希望される方にを対応して
いる。

基本は週2回の入浴である。希望があれ
ば、毎日の入浴も可能となっている。
浴室窓には銭湯風の絵も描かれてい
る。温度設定やゆず湯、入浴剤を使用
する等利用者に応じた支援をしてい
る。ユニットで車椅子で入れるリフト
浴と一般浴がある。

毎食後、必ず声掛けをしている。義歯等
磨くことが難しい入居者には介助を行い
清潔を保持している。義歯と口腔ケア
セットの洗浄・消毒は毎日行っている。
歯や義歯の不具合がある場合には、歯科
受診や往診をして治療や相談を行ない、
清潔な口腔状態を維持できるようにして
いる。又、歯科衛生士の資格を有する職
員がおり、相談をしている。

個々の排泄パターンをケア記録や排泄
記録表に記載し、入居後も自立支援に
向けた支援を行っている。定期的な誘
導や排泄の意思を察知し、誘導できる
ように支援してる。

個々の排泄記録表に記入することで排
泄パターンを把握・共有し、個々に
合った排泄用品を使用する等、定期的
にトイレ誘導を行っている。毎食後に
野菜ジュース・ヨーグルトを提供し、
排便は薬に頼らない支援をしている。

毎日、1人1人の排便チェックを行い、
便秘の入居者の方には、ヨーグルトや
食物繊維の補助食品などを提供し、適
度な運動を取り入れながら、できるだ
け下剤に頼らないように取り組んでい
る。又水分が入りにくい方に対して、
紅茶ゼリー等を作り水分摂取を促して
いる。

毎日の食事量を記録に残し、その入居
者の方に合った食事形態で提供してい
る。又、水分量の少ない利用者の方に
は、個々の好みの飲み物を提供するこ
とでしっかりと摂取して頂いている。
夜間も、個々にお茶などを準備して居
室に置き、水分補給を促している。

43 16

45

41

17

42

44
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項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

生活歴や本人の要望、興味のある事な
どを把握した上で役割を持った生活を
過ごして頂けるよう支援している。食
事の準備や盛り付け、配膳など積極的
にされ、買い物等の外出支援やドライ
ブ、散歩など気分転換にも努めてい
る。

コロナ禍で外出機会も少ないが季節間
を感じて頂けるようドライブに出掛け
たり、ドライブスルーを利用し普段食
べれないものを食べて頂いたりした。
希望で歯科等の病院受診も家族と協力
しながら外出できるよう支援してい
る。

コロナ禍で難しい中、ドライブスルー
を利用し普段食べられないソフトク
リームを食べたり、弁当を密を避けた
開放的な公園で食べる等している。コ
ロナ規制緩和中で家族の協力を得ての
受診の際は、感染対策を行い、自宅で
家族と一緒に食事をしてもらう外出支
援をしている。

自己管理されておられる方と事業所で
預かっている方がおられる。買い物希
望がある時は、好きな物を自分で買え
る楽しみを味わえる支援をしている。

いつでも自由に落ち着く場所で休息を
取って頂いている。夜間の睡眠状態を
日中に申し送り、個々に合わせた休息
を取って頂いている。安眠できるよう
照明や寝具などの要望にも対応してい
る。巡視時には室温の調整を行ってい
る。

医師の処方に基づいて、居宅療養管理
指導の薬剤師が調整した薬を、介護職
員が説明を受け服薬支援をしている。
体調等に変化があった際には、看護師
やかかりつけ医に報告している。

46

48

49 18

50

47
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項　　目（　　　　　A　　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

家具や布団など、使い慣れたものを活
用して、居心地よく過ごせるように入
居前に本人・家族に説明をしている。
本人・家族の写真や思い出の品も飾っ
て頂いている。

居室にはベット・洗面台等が備え付け
られている。布団・仏壇・テレビ・家
族の写真等好みの物を持ち込み居心地
よく過ごせるようにしている。避難時
に本人確認が出来るように居室の入口
に「利用者防災カード」が設置してい
る。

居室には名札を設け、自分の居室を迷
うことがないようにし、トイレや風呂
場はわかりやすく表示してある。日め
くりカレンダーを大きく設置し、入居
者の方が管理し役割として生活が送れ
る工夫をしている。

ご家族や知人の方と、話がしたい場合
など電話や手紙で連絡をいつでも取っ
て頂けるよう支援している。年賀状の
やり取りも毎年行っている。

季節の花を飾り季節感を感じて頂いて
いる。温度や湿度にも配慮し、冬場に
は定期的な換気を行い、感染予防にも
努めている。ウイルス・殺菌に効果が
ある薬品を置くなどして、感染予防や
不快な臭いのない空間づくりを行って
いる。

定期的に換気がされ、施設特有の臭い
はなく、明るい陽ざしが差し込む食堂
からは田んぼが見え、田植えから稲刈
りまで一環とした農作業が見られる。
玄関先には併設の施設が管理されてい
る菊がきれいに咲き誇っている。

気の合う入居者同士が話ができるよう
に椅子やソファーを配置している。
又、落ち着ける空間も設け、テーブル
を置き快適に過ごせるようにしてい
る。席替えを行う際は、利用者の思い
を聞きながら検討している。

54 20

51

55

52 19

53
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○

○

○

○

○

○

○

○

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

Ⅴ  アウトカム項目（　　　　　A　　　　　） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

②利用者の３分の２くらいが

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

③利用者の３分の１くらいが



○

○

○

○

○

66 職員は，活き活きと働けている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

65

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

③たまに

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが



項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

4 3

運営推進会議は、併設の小規模多機能施
設との合同で、２ヶ月に１回定期的に開
催している。新型コロナウィルスの影響
で今年度は1回の開催となっているが、活
動報告などの書類を運営推進会議構成メ
ンバーに送付し、意見や助言は後日、電
話にていただくことでサービスの向上に
活かしている。

5 4

運営推進会議に、市職員、地域包括支援
センター職員の出席があり、意見や情報
交換を行っている。また、疑問等は、電
話での相談のやり取りの連携を行ってい
る。市の介護予防事業の委託を受け「家
族介護者教室」「元気ハツラツ教室」
「高齢者トレーニング教室」を開催した
教室もあるが、コロナの影響もあり中止
したものもある。

2 2

地域行事が開催される際は、職員が役員
として関わり、事業所と地域のパイプ役
となり、利用者が地域との繋がりを続け
られるよう交流している。又、定期的に
地域のボランティアの方の活動があり、
地元の保育所、小学生、中学生との交流
も多く行っている。又、事業所として、
地域行事の企画運営側として参加する事
が多くなっている。

3

今年度も地域からの要請を受け、地区サロ
ン等で認知症予防についての講義を行うな
ど、認知症の理解を促している。地元の小
学生には、認知症サポーターとしてボラン
ティア学習の受け入れを行っている。地域
ケア会議のメンバーに加わり地域の課題に
取り組んでいる。事業所には認知症ケア専
門士や認知症アドバイザーを配置すること
で地域の相談窓口となるようにしている。

自己
評価

外部
評価

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

1 1

理念に添い、施設全体の年間目標、入
居者と共に生活する上でのホーム独自
の年間目標を掲げ、理念の実施につな
げている。ホーム全体で身近な事例、
研修会を定期的に行い、グループワー
クを行うことにより、管理者と職員で
共有し実践していくように取り組んで
いる。
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項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

10 6

日常の対話の中で不満や要望等をくみ
取りながら、管理者会議や運営会議、
ミーティング等で話し合いを行い、入
居者の要望に応えられるよう支援して
いる。また、普段から家族とのコミュ
ニケーションを深め面会時の会話の中
から、要望や意見を聞くようにしてい
る。

8
施設長・管理者に於いては、研修等に
参加する機会を設け、自施設で職員へ
の研修会を実施し周知している。

9

入居時の契約や解約、改定は入居者や
家族より疑問や不安なことがないか確
認しながら十分な説明を行い同意を得
ている。

6 5

マニュアルを作成し、施設内で研修を行
うことで拘束のないケアの重要さを理解
し取り組んでいる。また、アンケートを
実施し、改善点について毎月振り返りを
行い意識向上を図っている。帰宅願望の
ある入居者の方にも、制止の言葉は遣わ
ない事を周知し、散歩等気分転換して頂
くように取り組んでいる。年に2回研修会
を開催している。

7

虐待防止マニュアルを作成し意識を促
し、勉強会をすることで職員間での連
携を図っている。職員の個人面談・
チェックシート等を行い、ストレスケ
アをすることで虐待を招かないよう努
めている。虐待防止の外部研修などは
積極的に参加している。
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項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

15

入居前に本人と面接を行い、会話の中か
ら本人の意向を把握するように努めてい
る。入居前に施設見学や体験利用などを
設けることでスムーズに入居できるよう
にすすめている。家族やケアマネー
ジャーからも情報を提供してもらい、要
望等を聞き入れながら信頼関係を保ち、
安心した生活を送ってもらえるよう努め
ている。

14

３年前より地域密着型サービス事業所
連絡会を立ち上げたことにより、市内
９事業所との意見交換を行うことがで
き、サービスの質の向上に繋がるネッ
トワークづくりを行っている。その
他、管理者や職員は、外部研修を通し
て同業者や他専門職の方との意見交換
や共有をしている。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

12

キャリアパス制度を導入し、自己評価
も定期的に行い提出している。それに
基づいて、面談することにより職員一
人ひとりの意識の向上を図るととも
に、より良い職場環境作りに努めてい
る。

13

法人内外の研修、自主研修等を積極的に
受ける機会を設けている。研修委員会を
中心に年間計画を立て実施している。資
格取得についても補助制度などを設け取
得しやすい環境にしている。コロナ禍で
あるが、オンライン研修を積極的に取り
入れ研修機会を確保している。

11 7

各ユニットでのミーティングや個人面談
での意見や提案等を出しやすい環境を
作っている。また、職員が主体となり各
委員会（感染・広報・美化・研修・防
災）の委員長や委員メンバーとなり委員
会を運営している。各ユニットの意見や
提案は、毎月の運営会議（リーダー以上
の会議）に持ち寄り、反映に努めてい
る。
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項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

19

毎月、利用者の様子がわかるように手
紙「今月のご様子」や広報誌を家族に
送り情報を提供している。また、本人
から家族へ定期的にハガキを出した
り、荷物が届いた場合には希望があれ
ば本人から家族に電話をかけていただ
けるように支援することで、絆が途切
れない関係作りを築いている。

20 8

入居時には、本人、家族から馴染みの
関係を聞き、入居前と変わらず友人や
知人との訪問や外出支援を行ってい
る。馴染みの理美容室、飲食店などの
場所に行き、散髪や食事を楽しんで頂
けるように支援している。

17

本人又は家族の思いから必要な支援が
できるように準備を進めている。他の
サービスが有効であると考えられる場
合は情報を提供している。

18

利用者一人ひとりの立場や思いをくみ
取り、暮らしを共にする者同士の良い
関係が築けている。一緒に食事をした
り、家事をしたり、共に暮らしている
環境を作るように努めている。

16

担当ケアマネージャーから現状を聞い
た上で、家族からも入居者の生活歴の
聞き取りを行い、その中で、家族が
困っている事や要望等を聞き出しなが
ら信頼関係を築いている。
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項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

24

担当ケアマネージャーから現状を聞い
た上で、家族からも入居者の生活歴の
聞き取りを行い、その中で、家族が
困っている事や要望等を聞き出しなが
ら信頼関係を築いている。

25

本人又は家族の思いから必要な支援が
できるに準備をできるように準備を進
めている。他のサービスでも支援が有
効であると考えられる場合は情報を提
供している。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

入居前に本人と面接を行い、会話の中か
ら本人の意向を把握するように努めてい
る。入居前に施設見学や体験利用などを
設けることでスムーズに入居できるよう
にすすめている。家族やケアマネー
ジャーからも情報を提供してもらい、要
望等を聞き入れながら信頼関係を保ち、
安心した生活を送ってもらえるよう努め
ている。

21

利用者同士の会話が弾むような席の配
置を心がけている。一人ひとりの関わ
りを大切にしながら、食事の準備や掃
除等を職員と一緒に行っている。毎週
日曜日のおつとめ等の合同行事も計画
し、施設全体で関わりが持てるよう支
援している。

22

利用が終了する場合であっても入居者
と家族がその後の生活っで困ることの
無いように、いつでも相談を受けれる
体制をとっている。移り住む所の関係
者にも必要に応じて情報を提供してい
る。

19 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

30 11

毎月主治医から「医学的情報と今後の
方針」を、主治医には利用者の「今月
のご様子」を提供しお互いに情報共有
している。また、看護師との連絡ノー
トを作成し、心配事や利用者の希望な
どが看護師を通じて医師にも相談でき
る体制を作っている

28

生活が施設内にとどまることがないよ
う、本人の生活歴等をもとに、今まで
の交流が継続できるよう支援してい
る。

29

地域の3つのお寺から定期的に法話会を開
催している。ボランティアについては、
個人で登録していただく「ぬくもりヘル
プスタッフ」を発足し、馴染みの関係に
なるボランティア活動に繋げている。

26 10

ケアプランを基に、各担当職員が1ヵ月
ごとにミーティングで報告し合い、現
状に即した介護計画を作成している。
また、必要に応じてカンファレンスを
行い、課題とケアのあり方について話
し合いをしている。

27

日常の様子やケアの実践は個別のケア
記録に記入している。入居者との関わ
りの中で気づいたことをノートに記入
し、職員間で情報共有して、統一した
ケアに努めている。
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項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

34

急変や事故発生時の救急蘇生法やAEDの
使用方法を外部講師（消防署）からの
研修を職員が受けている。施設で起こ
りうる、急変に必要な救急処置の研修
を看護師により定期的に実施してい
る。都度看護師等の指導を受けたり勉
強会などで今後身につけていきたい。

35 13

年2回火災想定訓練を行っている。地域の
消防団と連携して火災想定訓練を計画し
ている。近隣との信頼関係はあり協力が
得られる状況にある。自治会主催の合同
避難訓練に参加し災害時の連携体制を築
いている。今年度も運営推進会議の方々
にも訓練を見学してもらい意見交換の場
を考えている。

32

入院など余儀なくされた場合も病状や
療養経過を家族から報告を受けたり、
医療連携室のソーシャルワーカーと連
携して今後についても一緒に考え、相
談できる関係づくりを行っている。

33 12

開設後、現在までホームでの看取りを
数例している。重度化した場合は、本
人、家族や医師と相談しながら、希望
があれば看取りを行う方針にある。提
携医院が近くにあり、医師と24時間連
絡が取れ、緊急時にも的確に対応して
頂けるよう体制が整っている。

31

心身状況の変化などで介護上不安に感
じることがあれば訪問看護師や職場内
の看護師に報告、相談しアドバイスを
貰いながら処置や受診に繋げている。
また、連絡ノートやLINEを活用し、介
護職員との連携を密にしている。
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項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

39

毎朝、頭髪などの身だしなみを整えてい
ただく事で、おしゃれへの意識を持ち続
けられるよう援助している。行事・外出
等、その場に合った服装やおしゃれので
きる声掛けや複数の服の中から選べるよ
う準備することやお化粧等の支援を行っ
ている。　　また、行きつけの美容院に
行くなどの支援している。

40 15

一人ひとりの力を活かし、それぞれの役割を持
ち、買い物・下ごしらえ・調理・盛り付け・配
膳・下膳・洗い物等分担し、食事作りに参加して
いる。献立作りも日々の会話の中から要望を聞き
献立に反映している。季節の食べ物を提供できる
よう心がけている。秋には新米を頂き、かま炊き
を行った。コロナ禍で買い物に出かける機会が少
なくなったが、生協を利用し、利用者に広告を見
ながら食べたい物を選んだ頂いたりと工夫してい
る。

37

日常会話の中から、本人の希望や思い
を表せるよう努めている。おやつの時
間に自分の食べたいものを選んで頂い
たり、入浴時には自分で服を選んで頂
くように声掛けし、自己決定ができる
ように働きかけている。又、自宅の墓
参り等の外出支援も本人の思いを大切
にし支援を行っている。

38

利用者一人ひとりのペースに合わせ、
意思を必ず確認し、希望に添った支援
を心掛けている。本人のやりたい事や
思いはケアプランにも反映して、その
人らしい日々の暮らしになるように支
援している。日常業務についても入居
者の状況により柔軟に対応している。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

研修を実施し、人格を尊重した言葉かけ
や対応について理解を深めている。制止
の言葉は遣わないことを周知し、入居者
の思いに添った支援に努めている。また
常日頃から、プライバシーには配慮しな
がらケアを行っている。言葉遣いや対応
に関して、職員同士でも日頃から、お互
いに評価を行っている。
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項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

45 17

好みに合わせた入浴剤や温度設定を
し、ゆったりのんびりとした入浴時間
を提供している。入浴拒否に対しては
日を改めて入浴の声掛けを行ってい
る。入浴時間の希望があれば出来る限
り応じられるよう取り組んでいる。同
性介助者を希望される方にを対応して
いる。

43 16

個々の排泄パターンをケア記録や排泄
記録表に記載し、入居後も自立支援に
向けた支援を行っている。定期的な誘
導や排泄の意思を察知し、誘導できる
ように支援してる。

44

毎日、1人1人の排便チェックを行い、
便秘の入居者の方には、ヨーグルトや
食物繊維の補助食品などを提供し、適
度な運動を取り入れながら、できるだ
け下剤に頼らないように取り組んでい
る。又水分が入りにくい方に対して、
紅茶ゼリー等を作り水分摂取を促して
いる。

41

毎日の食事量を記録に残し、その入居
者の方に合った食事形態で提供してい
る。又、水分量の少ない利用者の方に
は、個々の好みの飲み物を提供するこ
とでしっかりと摂取して頂いている。
夜間も、個々にお茶などを準備して居
室に置き、水分補給を促している。

42

毎食後、必ず声掛けをしている。義歯等
磨くことが難しい入居者には介助を行い
清潔を保持している。義歯と口腔ケア
セットの洗浄・消毒は毎日行っている。
歯や義歯の不具合がある場合には、歯科
受診や往診をして治療や相談を行ない、
清潔な口腔状態を維持できるようにして
いる。又、歯科衛生士の資格を有する職
員がおり、相談をしている。
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項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

49 18

コロナ禍で外出機会も少ないが季節間
を感じて頂けるようドライブに出掛け
たり、ドライブスルーを利用し普段食
べれないものを食べて頂いたりした。
希望で歯科等の病院受診も家族と協力
しながら外出できるよう支援してい
る。

50

自己管理されておられる方と事業所で
預かっている方がおられる。買い物希
望がある時は、好きな物を自分で買え
る楽しみを味わえる支援をしている。

47

医師の処方に基づいて、居宅療養管理
指導の薬剤師が調整した薬を、介護職
員が説明を受け服薬支援をしている。
体調等に変化があった際には、看護師
やかかりつけ医に報告している。

48

生活歴や本人の要望、興味のある事な
どを把握した上で役割を持った生活を
過ごして頂けるよう支援している。食
事の準備や盛り付け、配膳など積極的
にされ、買い物等の外出支援やドライ
ブ、散歩など気分転換にも努めてい
る。

46

いつでも自由に落ち着く場所で休息を
取って頂いている。夜間の睡眠状態を
日中に申し送り、個々に合わせた休息
を取って頂いている。安眠できるよう
照明や寝具などの要望にも対応してい
る。巡視時には室温の調整を行ってい
る。
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項　　目（　　　　　　B　　　　　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

55

居室には名札を設け、自分の居室を迷
うことがないようにし、トイレや風呂
場はわかりやすく表示してある。日め
くりカレンダーを大きく設置し、入居
者の方が管理し役割として生活が送れ
る工夫をしている。

53

気の合う入居者同士が話ができるよう
に椅子やソファーを配置している。
又、落ち着ける空間も設け、テーブル
を置き快適に過ごせるようにしてい
る。席替えを行う際は、利用者の思い
を聞きながら検討している。

54 20

家具や布団など、使い慣れたものを活
用して、居心地よく過ごせるように入
居前に本人・家族に説明をしている。
本人・家族の写真や思い出の品も飾っ
て頂いている。

51

ご家族や知人の方と、話がしたい場合
など電話や手紙で連絡をいつでも取っ
て頂けるよう支援している。年賀状の
やり取りも毎年行っている。

52 19

季節の花を飾り季節感を感じて頂いて
いる。温度や湿度にも配慮し、冬場に
は定期的な換気を行い、感染予防にも
努めている。ウイルス・殺菌除去に効
果がある薬品を置くなどして、感染予
防や不快な臭いのない空間づくりを
行っている。
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○

○

○

○

○

○

○

○

Ⅴ  アウトカム項目（　　　　　　B　　　　） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

56 職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59 利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61 利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63
職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない



○

○

○

○

○

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどない

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

66 職員は，活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

④ほとんどできていない



（様式２）

事業所名 グループホームかわち「ぬくもりの家」

作成日

【目標達成計画】

1 4

2 4

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

運営推進会議の会議録
（内容）を全ご利用者
家族への周知。

会議の内容を全ご利用
者家族へ周知する。

会議が開催された次の
月に会議録を郵送す
る。

R3.12～

運営推進メンバー
（家族代表）が固定に
なっている。

どのご家族にも家族代
表になっていただける
ような仕組み作りをす
る。

年度末に全ご利用者家
族へ家族代表に立候補
がないか文書にて通知
をする。

R4.3～

２  目標達成計画

令和3年12月8日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


